
【基礎ドリル】関係代名詞～主格・所有格・目的格まとめ～ 

 

１． 関係代名詞を用いて一つの文にし、日本文にしなさい。 

 

(1) The man is very kind. He bought me this book. 

 

 

(2) The man is very kind. You met him at the party. 

 

 

(3) The man is very kind. His car was broken yesterday. 

 

 

(4) The man is very kind. I borrowed his car yesterday. 

 

 

(5) I have a book. It is interesting.  

 

 

(6) I have a book. She bought it yesterday. 

 

 

(7) I have a book. Its cover is blue. 

 

 

(8) I have a book. Tom doesn’t know its title. 

 

 

(9) The stories are interesting. They made me happy.  

 

 

(10) The girl is very cute. She gave me a present. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．次の英文中の関係代名詞で始まる節（かたまり）に線を引き、先行詞を〇で囲んだ上で、日本

文にしなさい。 

 

(1) The boy who called you last night is Tom. 

 

 

 

(2) I know the man who broke this window. 

 

 

 

(3) The movie whose title I don’t know is very interesting. 

 

 

 

(4) The shirt which looks new is mine. 

 

 

 

(5) The book which I read yesterday is not so interesting.  

 

 

 

３．適切な語を選びなさい。 

 

(1) Tom has some dogs (which / who / whose) often barks. 

 

(2) Mary has a daughter (which / who / whom) works for a bank. 

 

(3) The teacher (that / whom / which) taught us English was Ms. Green. 

 

(4) The book (whose / which / whom) he wrote is popular among young people. 

 

(5) I have a friend (whose / whom / that) daughter is a doctor. 

 

(6) I have a friend (whose / whom / which) your daughter met at the party. 

 

(7) She is a girl (which / whose / that) I taught English. 

 

(8) The picture (who / which / whose) was on the wall was painted by Ken. 

 

(9) The doll (who / whom / that) Mother made is very pretty. 



(10) The bag (whose / which / whom) color is blue is mine. 

 

(11) This is the CD (that / whom / whose) I have wanted to buy for a long time. 

 

(12) Ken has a book (which / who / whose) shows how to use this machine. 

 

(13) I have a sister (that / whom / which) goes to school. 

 

 

 

４．次の英文で、下線部の関係代名詞が省略できるものには〇、できないものには×を書きなさい。 

 

(1) Tom bought a house whose roof is red. 

 

(2) This is the hotel that he stayed at. 

 

(3) Show me a picture which Tom painted. 

 

(4) Look at the dogs that are running over there. 

 

(5) She is the girl whom I met in the park. 

 

(6) There wasn’t anyone who could answer the question. 

 

(7) English is the language which I like the best 

 

 

 

５．次の日本文を英文にしなさい。 

 

(1) この本を書いた女性が、この公園の近くに住んでいる。 

 

 

(2) トムが壊した自転車は私のです。 

 

 

(3) 私はこの写真を撮った男性を知っている。 

 

 

(4) これは私を悲しくさせた本です。 

 

 



解答 

 

１ 

 

(1) The man who bought me this book is very kind. 

「私にこの本を買ってくれた男性はとても親切だ」 

＜he bought me this book＞を＜who bought me this book＞とすると関係詞のかたまりになる。

それを＜he＞が指している ＜the man＞の直後につける。＜who＞の代わりに＜that＞を使って

もよい。 

 

(2) The man whom you met at the party is very kind. 

「あなたがパーティーで会った男性はとても親切だ」 

＜Tom met him at the party＞を＜whom Tom met at the party＞とすると関係詞のかたまりにな

る。それを＜he＞が指している＜the man＞の直後につける。＜whom＞の代わりに＜that＞を使

ってもよい。 

 

(3) The man whose car was broken yesterday is very kind. 

「昨日車が壊れた男性はとても親切だ」 

＜his car was broken yesterday＞を＜whose car was broken yesterday＞とすると関係詞のかた

まりになる。それを＜his＞が指している＜the man＞の直後につける。 

 

(4) The man whose car I borrowed yesterday is very kind. 

「昨日私が車を借りた男性はとても親切だ」 

＜I borrowed his car yesterday＞を＜whose car I borrowed yesterday＞とすると関係詞のかたま

りになる。この時、＜whose＋名詞＞というセットで前に移動する点に注意。＜his＞が指している

＜the man＞の直後につける。 

 

(5) I have a book which is interesting. 

「私はおもしろい本を持っている」 

＜it is interesting＞を＜which is interesting＞とすると関係詞のまとまりになる。それを＜it＞が

指している＜a book＞の直後につける。＜which＞の代わりに＜that＞でもよい。 

 

(6) I have a book which she bought yesterday. 

「私は、彼女が昨日買った本を持っている」 

＜she bought it yesterday＞を＜which she bought yesterday＞とすると関係詞のまとまりになる。

それを＜it＞が指している＜a book＞の直後につける。＜which＞の代わりに＜that＞でもよい。 

 

(7) I have a book whose cover is blue. 

「私は表紙が青い本を持っている」 

＜its cover is blue＞を＜whose cover is blue＞とすると関係詞のまとまりになる。それを＜its＞

が指している＜a book＞の直後につける。 

 



(8) I have a book whose title Tom doesn’t know. 

「私はトムがタイトルを知らない本を持っている」 

＜Tom doesn’t know its title＞を＜whose title Tom doesn’t know＞とする。この時、＜whose＋

名詞＞というセットで前に移動する点に注意。＜its＞が指している＜a book＞の直後につける。 

 

(9) The stories which made me happy are interesting. 

「私を幸せにしたその話はおもしろい」 

＜they made me happy＞を＜which made me happy＞とすると関係詞のまとまりになる。それを

＜they＞が指している＜the stories＞の直後につける。＜which＞の代わりに＜that＞でもよい。 

 

(10) The girl who gave me a present is very cute. 

「私にプレゼントをくれた女の子はとてもかわいい」 

＜she gave me a present＞を＜who gave me a present＞とすると関係詞のまとまりになる。それ

を＜she＞が指している＜the girl＞の直後につける。＜who＞の代わりに＜that＞でもよい。 

 

 

 

 

２．  

 

(1) The boy who called you last night is Tom. 

「昨夜あなたに電話をした男の子はトムです」 

 

(2) I know the man who broke this window. 

「私はこの窓を割った男を知っている」 

 

(3) The movie whose title I don’t remember is very interesting. 

「私がタイトルを覚えていないその映画はとてもおもしろい」 

 

(4) The shirt which looks new is mine. 

「新しく見えるそのシャツは私のものだ」 

☆look＋形容詞「～のように見える」 

 

(5) The book which I read yesterday is not so interesting.  

「私が昨日読んだ本はそんなにおもしろくない」 

 

 

 

 

 

 

 



３ 

 

(1) which 

先行詞は＜some dogs＞であり、＜人以外＞なので＜which＞を選ぶ。 

 

(2) who 

先行詞は＜a daughter＞であり、＜人＞なので＜who＞を選ぶ。 

 

(3) that 

＜taught＞という動詞の前なので、目的格である＜whom＞は置けない。＜that＞は動詞の前に置

くことができ、先行詞は＜人＞と＜人以外＞のどちらにでも使える。 

 

(4) which 

＜whose＞の後には、whose car のように、＜無冠詞の名詞（a や the、所有格などがついていない

裸の名詞）＞がくるはず。＜which＞は SV の前に置くことができ、先行詞が＜人以外＞の場合に

使う。 

 

(5) whose 

＜whose＋無冠詞の名詞＞になるが、daughter は＜無冠詞の名詞（a や the、所有格などがついて

いない裸の名詞）＞にあたる。whose は所有格であり、my や your などと同じ働き。my や your

の後に daughter を続けて＜my daughter＞や＜your daughter＞という形にすることができるよ

うに、＜whose daughter＞とすることができる。ある名詞が＜whose＞の後に置けるか迷う場合

は、whose と同じく所有格である＜my＞や＜your＞の後に置けるか考えてみるとよい。さらに＜

先行詞＋whose＋名詞＞の形において、＜先行詞「の」名詞＞のように、ひらがなの「の」で前後

の名詞をつなげることができる点も意識しておく。＜a friend whose daughter＞の部分も「友達

の娘」とつなげることができる。 

 

(6) whom 

＜whose＋無冠詞の名詞＞になるが、your daughter は＜無冠詞の名詞（a や the、所有格などが

ついていない裸の名詞）＞ではない。whose は所有格であり、my や your などと同じ働きだが、

＜my your daughter＞や＜your your daughter＞という形にすることができないように、＜whose 

your daughter＞とすることもできない。さらに＜先行詞＋whose＋名詞＞の形において、＜先行

詞「の」名詞＞のように、ひらがなの「の」で前後の名詞をつなげることができるが、＜a friend 

whose your daughter＞とすると「友達の、あなたの娘」となり意味が通らない。 

 

(7) that 

先行詞は<人>なので<which>は不可。<whose>の後には裸の名詞がくるはずなので不可。<that>

は先行詞が<人>でも<人以外>でも使うことができる。 

 

 

 

 



(8) which 

先行詞は<人以外>なので<who>は不可。<whose>の後には裸の名詞がくるはずなので不可。 

 

(9) that 

先行詞は<人以外>なので<who>と<whom>は不可。<that>は<人>でも<人以外>でも使うことがで

きる。 

 

(10) whose 

<color>が a や the、所有格がつかない裸の名詞であり、「カバンの色」というように前後を「の」

で結ぶことができる。 

 

(11) that 

先行詞は<人以外>なので<whom>は不可。<主語+動詞>の前は目的格がくるので<whose>は不可。 

 

(12) which 

先行詞は<人以外>なので<who>は不可。動詞の前には主格がくるはずなので<whose>は不可。 

 

(13) that 

先行詞が<人>なので<which>は不可。動詞の前なので主格として使うことができる<that>を選ぶ。 

 

 

 

４．次の英文で、下線部の関係代名詞が省略できるものには〇、できないものには×を書きなさい。 

・省略した後の形が<先行詞+主語+動詞>という形になれば省略することができる。現時点では単

に主格、所有格、目的格の中で目的格のみ省略することができると考えてよい。 

 

(1) × Tom bought a house whose roof is red. 

 

(2) 〇 This is the hotel that he stayed at. 

 

(3) 〇 Show me a picture which Tom painted. 

 

(4) × Look at the dogs that are running over there. 

 

(5) 〇 She is the girl whom I met in the park. 

 

(6) × There wasn’t anyone who could answer the question. 

 

(7) 〇 English is the language which I like the best 

 

 

 



５ 

 

(1) The woman who wrote this book lives near this park. 

・who の代わりに that でもよい。 

・woman の代わりに lady でもよい。 

 

(2) The bicycle which Tom broke is mine. 

・which の代わりに that でもよい。 

・関係代名詞の後に＜主語＋動詞＞が続く（＝目的格）の場合、関係代名詞を省略することができ

る。which を省略して、The bicycle Tom broke としてもよい。 

 

(3) I know the man who took this picture. 

・who の代わりに that でもよい。 

 

(4) This is the book which made me sad. 

・make O C「O を C にする」 

・which の代わりに that でもよい 

 

 


